
EVIDとは

EVIDで何が解決できる？

EVIDユースケース

・AI時代に不可欠な「判断を証明できるデータ」
を生み出す証拠基盤です
・データを証明できなければ

AIの判断も証明できません

製品・サービス全体の信頼性向上・コスト削減

・AI判定・自動化システム
・センシングデータの特徴点保存
・製造・品質保証
・運用・監視・サービス・保守
・実証実験・PoCの結果共有

・データや条件を改ざんできない形で記録
・判断結果を公開・共有できる形で管理
・EVIDどうしの紐付と履歴管理で瞬時にトレース
・AIの判断を後から検証・再確認可能

その結果は信頼できますか？

ひろしまから始まる新世界標準

～ＡＩ時代のデータ証明～

AI判定データや特徴点を証拠として共有・公開する仕組み － EVID



ー低コストで始める。データ収集とAI分析ー

農業ｘ福祉 EVIDユースケース

スマートフォンを
使って

情報収集

ひろしま産は
見える品質
安心・安全

EVIDプラットフォーム

手書きメモを
使って

情報収集

成長の過程
育て方

出荷の履歴
在庫問合せ

蓄積データの
AI分析で新発見



低コストRFID管理

EVIDだからできる

在庫は管理しない
存在を証明する

EVID ＡＩ

EVID 証拠基盤が
確定した事実を蓄積し、次の改善へ

基準時点 × 棚卸時点の突合結果で
存在を証明



・EVIDデータ基盤に登録した EVRAWは、EVRULE登録判定
によりEVIDが付与されRECORDEDとして登録

・登録されたEVIDはEVRULE公開判定により
VERIFIEDもしくはCERTIFIEDへ昇格

・EVIDとEVRAW内の情報表示とEVIDどうしの紐付を画面で
確認可能です。

承認条件 なし

公開範囲 Private

EVID 概要 / 判定サマリー 
「代表糖度 12以上」「収穫時刻 午前10:32」を証明しています。

EVID XXX-XXXXXXX-XXXX

EVID発行日 2026/02/09 15:30 JST

EVRAW 収穫データ XXXX-XXXXXXXX-XXXX ▼

  Pictures

  DATA：JSON
{
  "date_time": "YYYY/MM/DD HH:MM:SS",
  "sugar_content": "12.5"

EVID 紐付ツリー

出荷 XXX-XXXXXXX-XXXX
|-朝採りフルーツ XXX-XXXXXXX-0002

     |- 環境記録 XXX-XXXXXXX-XXXX
     |- 作業記録 XXX-XXXXXXX-XXXX

|- 肥料記録 XXX-XXXXXXX-XXXX
|- 農薬記録 XXX-XXXXXXX-XXXX

名称 朝採りフルーツ

https://www... ×

ユーザー ひろしまＡＩ農園

ＲＥＣＯＲＤＥＤ

承認条件 第三者条件認証 自動昇格

公開範囲 Public ＣＥＲＴＩＦＩＥＤ

EVID 概要 / 判定サマリー 
「代表糖度 12以上」「収穫時刻 午前10:32」 を証明しています。

EVID XXX-XXXXXXX-XXXX

EVID発行日 2026/02/09 15:30 JST

EVRAW 収穫データ XXXX-XXXXXXXX-XXXX ▼

  Pictures

  DATA：JSON
{
  "date_time": "YYYY/MM/DD HH:MM:SS",
  "sugar_content": "12.5"

EVID 階層(親子)
収穫
└出荷

└朝採りフルーツ

関連 EVID(対等)
天候記録
育生記録

名称 朝採りフルーツ

https://www... ×

ユーザー ひろしまＡＩ農園

EVID RULEよる自動昇格
または

人の判断による昇格

承認条件 なし

公開範囲 Private

EVID 概要 / 判定サマリー 
「登録時刻 午前10:32」を証明しています。

EVID XXX-XXXXXXX-XXXX

EVID発行日 2026/02/09 15:30 JST

EVRAW 降雨量データ XXXX-XXXXXXXX-XXXX ▼

DATA：JSON
{
  "date_time": "YYYY/MM/DD HH:MM:SS",
  "rainfall": “123"

関連EVID

朝採りフルーツ
環境記録 XXX-XXXXXXX-XXXX
作業記録 XXX-XXXXXXX-XXXX
肥料記録 XXX-XXXXXXX-XXXX
農薬記録 XXX-XXXXXXX-XXXX

名称 降雨量

https://www... ×

ユーザー ひろしまＡＩ農園

ＲＥＣＯＲＤＥＤ

可視化できる証拠構造

EVID関連図 親子 関連

https://www... ×

EVID

親EVID

子EVID 子EVID子EVID

関連EVID

関連親EVID

関連子EVID

関連EVID 関連EVID

関連子EVID

関連子EVID

関連EVID

関連EVID



EV Platform

ー 信頼データ循環型モデル ー

EVID

・事実を EVRAW として残す
・EVIDとして判定・公開
・AI循環分析で新たな発見へ

EVID

ＣＥＲＴＩＦＩＥＤ
EV Rule

ＡＩ分析

計測・撮影 結果
ＡＩ判定結果
入力データ

ＶＥＲＩＦＩＥＤ

ＲＥＣＯＲＤＥＤ

EV Snapshot

ＥＶＲＡＷ

SDK
API

Command



ＥＶＩＤ ＣＥＲＴＩＦＩＥＤ

第三者認証・公開       (有償)

社会に示すための証拠
品質保証・対外証明・ブランド価値向上

― Certified が 無償基盤を支える EVID ―
製品や作物の履歴・品質・信頼性に透明度が上がり、全体の付加価値向上

循環型収益モデル

ＥＶＩＤ ＶＥＲＩＦＩＥＤ

承認・共有・公開        (基本無償)

日常業務で使える証拠
納品物の信頼性向上・検品工数削減

ＥＶＩＤ ＲＥＣＯＲＤＥＤ

記録・保管         (基本無償)

現場の事実を伝える証拠
DX・AI連携基盤

※AI分析は、EVID Certified / Verified / Recorded ともに
オプションとして利用可能



■EVIDがなぜ必要なのか
現在すでにAIを使った判断が増えていますが、その結果を後から説明できるかどうかが、
実験段階だけではなく運用中も求められています。
「その結果は信頼できるのか」「なぜそうなったのか」「後から再検証できるのか」を問
われ、そもそも元データは信頼できるのかを確認される場面が増え続けています。
EVIDは、こうした説明責任・再現性・信頼性を支えるため事実データと判定結果を改ざん
できない証拠として管理し、共有・公開機能を可能にする
人とデータとAIを繋ぐためのデータ基盤として設計されています。

■EVIDとは
EVIDは「AIの判断結果を、後から説明できる証拠として残す仕組み」です。
証拠とは、センサー、画像、音声、動画、業務システムなどから得られるデータで、これ
を改ざん検知可能な状態で「事実データ」として保存します。
事実データに対して条件判定やAI判定など行い「判定結果」を、再検証可能な形で証拠
(Evidence)としてIDを付与して残し、共有・公開できる新たなデータ基盤の仕組みです。

■EVIDの公開レベル
Recorded 条件判定を行わず、事実データを記録（原則非公開）
Verified データを判定し、結果を共有（社内や取引先など原則限定公開）
Certified 第三者の確認や基準に基づき、証拠として公開（対外利用）

■EVIDの収益モデル
近年アプリケーションのクラウド化が進み製品の管理がしやすくなりましたが、製品を構
成する部品などの単価が低く数の多いものはクラウド利用するとコストが膨らみ参入障壁
となっています。
EVIDはこうした課題を解決するため、データ公開する側やオンプレ利用する側から費用を
いただくとともに、AI分析についてはオプションで提供する収益モデルを採用します。
これにより、コスト面でDX化が進んでいない分野でも導入を可能にし、AI分析や新たな価
値創出を加速させることを目指しています。

■EVIDで何ができるか？ ユースケース１：農業福祉連携
大規模農園ではDX化によるコスト削減が容易ですが小規模農園では費用対効果が得られず
データ収集さえ進みにくい現状があります。
EVIDで写真やメモ、天候を情報として残せば後からAIによる分析が可能になります。
また、農作業の記録や栽培状況の可視化、福祉現場での作業内容を共有・公開することで
新たな付加価値を製品に付与できます。

■EVIDで何ができるか？ ユースケース２：RFID在庫管理
製品の在庫管理は自動化が進んでいますが、部品レベルの在庫管理はコストがかかり、費
用対効果が合わず導入が進みにくい現状があります。 
RFIDにより物の特定ができれば、いつ・どこで・なにを・どうした といった情報を自動
収集することが可能になります。
EVIDではこうした情報を事実データとして記録・証拠化し、条件判定やAI分析を行うこと
で現状把握や未来予測を行い、他システムとも連携することで、在庫管理の自動化からAI
分析までを一気に進めることが実現できます。

個人情報削除すること
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